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Birthday（tukusi）

第1話
「もうすぐお前の誕生日だよな？」

12月28日は私の誕生日だ。
道明寺と結婚して初めて迎える誕生日。

それまでの私の誕生日・・・

プレゼントの豪華さで文句言って、喧嘩して、そしてあいつが切れた大学1年の冬。
毛皮に宝石、ブランド品、どれも私には必要ないものばかりだった。

大学2年の時は・・・
あいつが仕事でＮＹ。

どうしてクリスマスと誕生日とイベントが近いんだと文句を言われた。

捨て台詞に正月も近いと言い返したことを思い出す。

大学3年は・・・まあまあいい思いでの誕生日が出来たのかな？
Ｆ４みんなで集まってみんなでお祝いしてくれて・・・

途中からお酒のせいで私の記憶が飛んでいて・・・

「お前に酒は飲ませねぇ」とすねた道明寺から宣言されていた。

いったいなにがあったのか・・・

未だにあいつは教えてはくれない。

去年は婚約発表以来マスコミに追いかけられそれどころじゃなかったよね。

「フッ」とため息ついていた。

別に大々的なことをしてもらう必要はない。

ただ一緒に同じ時間を過ごして・・・

二人でお祝いするだけでそれだけでいい。

でも・・・

道明寺の頭の中って誕生日＝パーティなんだよね。

相変わらず貧弱な発想だ。

「パーティーなんて企画しなくていいから」

思わずそう叫んでいた。



「パーティーなんて考えちゃいねぇ」

少しムッとしたような表情が道明寺に浮かぶ。

「最近二人とも忙しかったろう？ゆっくり二人で旅行でもどうだ？」

道明寺にしては意外な発想に思わず驚く。

「そんなに驚くことねぇだろう？」

私の反応に気分を害された様に道明寺が口をとがらせた。

今、二人ソファーに並んで座っている。

そんな時間も久しぶりだと気がついた。

そっと肩にまわされた腕がやさしく私を包む。

「でも1日しか休みないよ」
「それだけあれば誕生日は一緒にいられる」

寄せあった肩に頭を預け耳元から聞こえる甘い声が心地いい。

「二人っきりがいいな、誰にも邪魔されすにず〜とね二人っきりで朝まですごすの」

自分で言って思わず照れる。

「へぇ、お前も言う様になったなぁ」

不敵に笑って穏やかに道明寺が私を抱きしめた。

「二人っきりで内緒で出かけるか」

「ナイショは無理でしょう」

「西田にも内緒で、ＳＰ撒いて・・・おもしれえぞぉ」

悪戯っぽく道明寺がほほ笑む。

「警察総動員されてしまうよ」

クスクスと私の口元から自然と笑いがこぼれる。

「仕方ねえ、お前の誕生日までに妥協案を考えておくか」

「二人っきりが最低条件で西田に掛け合う。条件を飲まねぇと仕事しねぇて」

「それじゃあ、脅しじゃん」

「誕生日、覚悟しとけよ！」

道明寺の指先が愛しそうに私の顎をなぞる。

指先で唇をなぞられてビクッと思わず身体が反応した。

惹かれあう様につながった唇に一気に体中の体温が上昇する。



惹かれあう様につながった唇に一気に体中の体温が上昇する。

うっ・・・

今日の方が覚悟いるかも・・・

そんな思いを飲み込んで長い夜は更けていく。

第2話
「今から明日までは二人っきりだ、わずらわしいものはなんもねぇ」

車のハンドルを操りながらこぼれそうな笑顔を道明寺が私に向けた。

今日は私の誕生日なはず・・・

お祝いされる私よりお祝いしてくれるはずの道明寺の方が機嫌がいいのに思わず笑顔がこみ上

げる。

 
人の多いところは避けて警備がしっかりしてる道明寺所有の別荘、それが今回の旅行の行き先

となった。

もっと洒落たいいところなんてブツブツ文句を言っていた割には朝から大いに乗り気で道明寺は

子供みたいにはしゃいでいる。

「私の誕生日だって忘れるなよ」心の中でボソッとつぶやいた。

「途中で買い物しなきゃね、忘れずにお店に寄ってね」

インターチェンジを降りたところで道明寺に指示を出す。

今日は料理人も断って私が腕によりをかけると宣言した。

誕生日は洒落たレストラン予約して外食が定番だろうけど、普段が人の作った料理しか食べてな

い生活。

私達には自分で料理作るのが特別なように感じられる。

道明寺と結婚するまではなかった感覚だ。

 
目についたお店の駐車場に車を止めて自動ドアをぬける。

後ろからカートを押して道明寺がついてきた。

「こんなの初めてだね」

「会社の奴らには見せられねェ」

照れながらも面白そうにカートを押して目についたものを勝手に道明寺がカートに入れていく。

「これ高い！いらない！食べない！」

入れた先から私が品物を元の場所へと戻してやった。

 
ああだこうだとじゃれあいながら楽しんで1日分の食料を大幅に超える買い物をしてしまっていた
。

別荘について車から荷物を下ろす。

見た目はプチホテルと見間違うような洒落た作りの別荘。



こんな建物も滅多に使わないと言うんだからもったいない話だ。

「ここうちの別荘でも小さい方だぞ」

中に入って驚くように見回す私に「クス」と道明寺が笑って言った。

「ねぇ別荘ていくつあるの？」

「知らねェ」

今更ながらの会話。

結婚してもどれだけの財産が道明寺にあるのかなんていまだに把握していない。

そんなにあるんだと驚きながら納得する。

別荘の中はすぐに使えるように行き届いた準備がされてあった。

店で買ったものをとり出して冷蔵庫へ入れていく。

 
道明寺もなぜだかノコノコついてきた。

「見てるだけなら手伝って」

「俺、見てるだけでいい」

「なにを？」

「お前」

ニヤリと口の端を持ち上げて道明寺が私を見つめてる。

 
「もう！ヤダ！」

思わず頬を染め手に握っていた林檎を一つ投げつけた。

「あぶねぇッ！」

受け止めた林檎を持ったまま私にゆっくり近づいてそして抱きしめられる。

「苦しい・・・」

「邪魔しないでよ」

強く抱きしめている道明寺の腕の中から非難を込めて睨んでみる。

 
「邪魔してねぇ、欲情してるだけ」

唖然としてる私の顔に道明寺が顔を近づける。

よ・・・くじょうて・・・

 
だから・・・

 
それが邪魔だって言うんだーーーー。

 
熱を帯びた様な目で見つめられ・・・

無下にも出来ずに拒否する言葉を飲み込んだ。

無駄だと解かっていても・・・

それでも頭の中で格闘しながら微かな抵抗を試みる。



それでも頭の中で格闘しながら微かな抵抗を試みる。

「料理の準備出来ない・・・」

「もう少し大人しく・し・て・」

うるさいとでも言う様に強引に唇を塞がれた。

 
手なれた仕草で動く道明寺の指先のされるがままに、私の服は徐々にはだけていく。

 
テーブルの上に置かれていた林檎がコロッと床に転げ落ちた。

 
3話
「もう！予定が狂った！」

責めるような眼で見つめられた。

「今日、私の誕生日だよね？なんだかいい様にされているように感じるんだけど」

上目づかいで俺を見つめるつくしの目がうるんでて、いじらしくて愛しさが増していく。

そんな目で見るから歯止めが利かなくなるんだ。

 
そして・・・

またいじめたくなる。

 
思えば今朝からずっと我慢してたんだ。

店で買い物中に俺に腕をまきつけてすり寄ってくるこいつからほのかに香る甘い匂いに心が揺れ

動いた。

抱きつきたくなる衝動をグッと何度押さえ込んだことだろうか。

拒否されるの目に見えていたからだ。

歩くたびに微かに感じるつくしの胸の感触に、なまめかしい夜を思い出す。

こいつとそんなこと出来るの俺だけだ。

優越感でおかしくなりそうだった。

 
ほかの奴らには関係ないことだろうけど・・・

 
ご機嫌に笑顔を振り向いているこいつの横でそんなこと考えていた。

別荘につくまでに俺の理性と本能のバトルは最終戦までもつれ込み・・・

延長戦までは持たなかっただけの話。

 
調理場に立ち機嫌よくほほ笑むあいつを我慢できずに抱き寄せる。

拒むような言葉を聞きたくなくて貪るように口づけた。

 
唇を首元に移動させながら片手を伸ばして大腿の間に割り込ませる。



つくしの抵抗も形だけのものだと、かすかに開いたつくしの唇から甘い吐息が教えてくれる。

狂おしいほどの恍惚を印したはずの時間は瞬く間に過ぎ去った。

 
目の前でつくしが身支度を整えて、ため息ついて立ち上がる。

さっきまでの甘い余韻は何処へやら・・・

 
「たいした料理は作れないじゃない」

「まずくても文句言わないでよ」

つくしがすねた目で俺をにらみながら「クス」と口元をほころばせた。

 
文句なんて言うわけない。

食事なんてどうでもいいと言うのが本音なのだから。

つくしの腕をとり自分の方に引き寄せる。

柔らかく甘い香りが鼻腔に広がる。

床に座り込んだままの俺の膝の上に体勢を崩したままのつくしが倒れ込んだ。

 
「食事なんてあるもんでいい」

「時間がもったいないだろう、一晩中二人っきりで一緒に過ごすんだから」

つくしを抱きしめながら耳元で囁く。

「私が言ったのはこんな事ばかりすることじゃなくて・・・」

「手料理作って一緒にいっぱい話がしたいってこと！」

俺の胸を突っ張って引き離そうとするつくしの顔をじっと見つめる。

 
「こんな事って・・・どんなことだ？」

意地悪く言った俺の言葉につくしが頬を染めて腕の力をゆるめた。

つくしの返事を待つ代わりに細いうなじに唇を落とす。

 
「わぁーーーちょっと待って！」

「服着たばっかりで無理だってば！」

「さっきから言ってるでしょう！」

俺を力いっぱい押しのけて少しはだけた胸元をギュっと握りしめて白い肌を隠す。

 
とうとうマジに怒らせたみたいだ。

 
頬膨らませて恨めしそうな目で睨まれていた。

服着たばかりって・・・ すげえいい訳。
 
俺はまだ生まれたまんまの姿だから全然問題なしだ。



俺はまだ生まれたまんまの姿だから全然問題なしだ。

おかしさがこみ上げて大声で笑う。

 
「この別荘、露天風呂あるぞ」

キョトンとした顔でつくしが俺を見つめる。

 
「え？えっ？」

「一緒に入ろうと言ってんだ」

「えっーーーー」

つくしの反応などお構いなく両腕で華奢な身体を抱きかえ風呂場まで歩く。

手足をばたつかせて抵抗を見せるつくしを抱いたまま露天の中に飛び込んでやった。

濡れた生地に下着が透けてやけに色っぽくてじっと見ていた。

「もう！ヤダ！」

呆れたような顔でつくしが頬を膨らませる。

 
今さらそんな顔されても俺の気分を煽るだけのものだと未だに気がついてない鈍なやつ。

これで服を脱がないといけなくなった状態を作ってやった。

いい訳なしだとニンマリと心の中で笑っていた。

 
第４話

大人二人が入れるぐらいの距離を保って二人対面してお湯につかっている。

突然服着たまま露天風呂に投げ出された私はトンマなお間抜けにしか見えない。

 
「なあ？」

「なによ！」

「そんな恨めしそうな目で見んな。せっかくの誕生日だぞ」

その誕生日にしょうもない事やってるのは自分だろうがぁーーーー

 
別荘に着いてからどうしようもない相手を恨めしく思っても非難される筋合いはない。

「服着たまんま温泉に飛び込む必要ないでしょう」

「俺は着てねぇし」

バァシャッ 思い切り両手でお湯をすくって道明寺の顔にぶっかけた。
 
さっきからやりたい放題の道明寺を非難いっぱいに睨みつける。

「お前全然迫力ねぇ、俺を煽ってるようにしか見えねえぞ。下着透けてるし」

いつもの精かんな顔だちは車の中にでも忘れてきたようで全くしまりがなくなっている。

 
デレッとしたにやけきった顔の道明寺に慌てて自分の姿を確認する。



ブラもパンティーも正確なデザインの線を浮立たせて身体に生地がしっかり張り付いていた。

ガバッと首までお湯につけるように沈み込む。

 
「今さらそんなの隠したって意味ねえじゃん」

意味あるとかないとかの問題ではなく、恥じらいてもんでしょうがぁぁぁぁぁ。

 
そばにあった洗面器を掴んで温泉のお湯でいっぱいにして憎たらしい顔めがけてぶっかける。

「てっ！鼻に水が入ったじゃねえか」

鼻をかみながら不満そうな声が返ってきた。

 
少しは気分がすっきりした。

 
「服脱ぐから・・・反対向いてて」

「なんで？」

「いいから、向いて」

「今さら照れるなって」

「何なら手伝ってやってもいいぞ」

軽いノリで言葉を返す道明寺にプッンと切れそうになる。

「一つぐらい私の言うこと聞いてくれてもいいでしょう」

さすがに私の怒りを感じたのか渋々ながら道明寺が私に背中を向けた。

濡れた服は身体に張り付いて結構もたもたしてしまう。

素肌に張り付いたものをすべて取り去ると背伸びをするように全身を湯船の中で解放させた。

 
「やっぱり温泉は気持ちいいね」

「だろう？」

ゆっくりと道明寺が振り返り機嫌よくほほ笑んだ。

 
伸ばした足先が道明寺の足先と触れあって慌ててずらす。

「逃げんな」

私の足先を追いかけるように道明寺が足の裏を押し付けてきた。

 
素肌に触れるか触れないかの感覚はくすぐったくて軽い笑いを生みだしている。

「ちょっと、止めてよね。くすぐったいんだけど」

くすぐったくて笑う私を面白がるように同じ行為を道明寺は繰り返す。

 
いつのまにか肩の触れあう距離に二人近づいていた。

私の肩に回された道明寺の腕の重さも心地よく感じてくる。

「あっ雪だ」



「あっ雪だ」

見上げた空からゆらゆらと白い結晶がお湯の中に溶け込んで消えていく。

「明日は寒くなりそうだね」

「俺らには関係ねえだろう。二人の熱で雪も溶けてしまう」

今まで聞いたこともないような道明寺のセリフに照れくささが先だって身体がポッとなった。

 
「のぼせそう・・・」

「お湯？俺に？」

「さぁ？」

クスッと笑って素早く道明寺の腕から逃れるように湯船から飛び出して、バスローブを羽織ると

部屋の中に逃げ込んだのだった。

 
第5話
ようやく落ち着きを取り戻す。

リビングの暖炉には槇が燃えて暖かな室温を作りだ出していた。

暖炉の前で二人寄り添って腰をおろしてあり合わせのものを口に運んでワインを飲む。

予定していた誕生日の手料理にしてはあまりにも違いすぎておかしさがこみ上げていた。

「誰かさんが邪魔するから・・・」

「誕生日の料理がこれなんて・・・」

緩んだ口の中にクラッカーを一つ放りこむ。

 
愚痴る様に言ってみても、雰囲気を損ねるような気配はなく・・・

触れ合う指先から暖かい体温だけが伝わってくる。

「ねえ？大学の時の誕生日でＦ４みんなで集まってお祝いしてくれたことあったよね？」

「お前が酔っぱらった時のやつ？」

「そう、それ！私が記憶なくして何にも覚えてないの」

「私・・・・なにやった？」

「今さら知らなくてもいいんじゃねぇ」

「聞きたい！教えて！」

この事を聞こうとすると道明寺は一瞬にして不機嫌さ丸出しの表情になる。

だから気になってしょうがなかった。

 
この際だから当たって砕ける覚悟で真剣に道明寺を見つめる。

「俺が思い出したくもない事言わせるんだからそれなりの覚悟はあるんだろうな」

さっきまでの甘い雰囲気は吹っ飛んで脅されているような感じにゴクリと唾を飲み込んだ。

今まで道明寺の好き勝手やられた気がするのにこれ以上何を要求することがあるのだろうか・・

・

たいした違いを思いつけるはずがなく・・・



「覚悟はあ・・・る・・・」とつぶやいた。

 
「あの誕生日の前、結構派手に喧嘩していたろう？」

「お前さんざん俺の悪口言っくれていた」

「『なんで道明寺なんだろう』とか大声で叫んでいて総二郎やあきらがお前を煽るもんだから、

最後には俺と別れるとか叫んで類に抱きついて・・俺と知り合う前に戻りたいとかさんざんなこ

と言われたぞ！」

私に話ながら思い出したのか完全に不機嫌さが増長されてしまっていた。

 
「全然覚えてない・・・」

「俺がお前に振られるなんて思い出したくもねぇ、最悪の誕生日だったよな」

「朝になったらお前はケロッと忘れて、楽しかったて俺にほほ笑んだんだぞ」

「楽しかったて思ったのは覚えている・・・」

気まずい雰囲気に思わず頭を抱えていた。

 
「なにが楽しかったのか言ってもらおうか？」

不敵にフッと笑って道明寺の顔が私に迫る。

 
なにが楽しかったって・・・

後にも先にもみんなで私の誕生日を祝ってくれたのはこれが最初で最後で・・・

それがうれしくて・・・

はしゃぎすぎて・・・

飲み過ぎて・・・

花沢類に抱きついたことも、道明寺に別れると宣言したこともまったく異次元の話の訳で・・・

言えるわけないの解かってるくせに、意地悪そうな目をして迫ってくる。

 
「今日の誕生日で・・・チャラということで・・・」

「ほら！今日は道明寺最初からやりたい放題で・・・」

「お前も楽しんだだろう？」

思わずズルと腰を後ろに引いてしまっていた。

 
「温泉にも私、服のまま投げ入れたし・・・」

「俺をおいてきぼりにして逃げたよな」

「あのままだとヤバイかなとおも・・・って・・・」

触れていた指先をからめとられ行き場を失って床に倒れ込むしかなくなっていた。

 
両手を押さえられ身動きを抑制された状態で床に押さえつけらる。

 



 
あ・・・

 
やっぱり・・・

 
このパターンですか・・・

 
塞がれた唇は道明寺の不機嫌さを飲み込んで絶え間なく絡めあい求めあう。

抵抗しようにも触れられた皮膚の先から身体が反応してしまい頭の中からすっぽり理性が抜け落

ちていく。

「あの・・・ベットに・・いって・・・」

「無理」

「今さら止めらんねぇ」

 
執拗にくりかえされる旋律に抵抗出来るはずもなく・・・

 
求められるままに受け入れて・・・

 
逃れられなくなっていく。

 
いったい誰の誕生日なのか・・・

そんな思考も停止して・・・

窓の外では静かに雪だけが降り積もっていった。

 
第6話
今年の私の誕生日。

記念すべき結婚後初めての誕生日。

旅行に行こうと言ってくれた時から・・・

特別な事ではなく・・・

特別な思い出にしたかったはずなのに・・・

誕生日の料理も、ケーキも、プレゼントもなし。

 
ただ、ただ、二人抱き合って過ごしていた。

 
全く誕生日の必要なし！ と・・・ 結論付けて苦笑する。
ほとんど道明寺のされるがままに翻弄されて、振り回されて、朝を迎えた。

 
目覚めたベットの中に道明寺の姿が見当たらず・・・



不思議に思いながらベットを這いだす。

 
部屋のどこにも道明寺の姿を見つけられずに玄関のドアを開けた。

真っ白に積もった銀世界の中にスコップ持って雪をかき集める道明寺を発見する。

その横に子供の背丈ぐらいの雪だるまが出来あがっていた。

吐く息の白さに冬の寒さが増長されブルッと震える。

 
「雪だるま作ってんの？」

「ああ」

子供じみた笑顔で道明寺がほほ笑んでいた。

 
「なに一人で遊んでんの？」

「遊んでなんかねぇ、こっち来てみろ」

「寒いからヤダ！」

クスッと笑って早々に玄関の中に逃げ込もうとする私の腕を道明寺が駆け寄って捕まえられる。

「逃げんな！いいからこい！」

強引に雪だるまの側に引き戻されて苦笑するしかない。

「ここ、見てみろ」

道明寺が雪だるまの顔を指さす。

 
雪だるまの目玉近くに青紫色に輝く小豆大のものを発見した。

そっと指でとり出してみる。

「ピアス？」

タンザナイトの周りにダイヤモンドをちりばめたピアスが手のひらの中で光り輝いていた。

 
「それお前の誕生石だろう？」

「そうだけど・・・ピアス一つしか見つかんないんだけど？」

「一つは俺の耳」 同じ形のピアスが道明寺の左の耳元で光っていた。
 
「結婚指輪が豪華過ぎて仕事中はつけられないてぼやいていたろう？その代わりになんねえかな

て考えた」

照れくさそうに口元が笑う。

 
ベットにいないと思ったら・・・

この寒い中どのくらい独りで外にいたのだろう。

 
雪だるま作って、プレゼント隠して・・・

昨日の夜にいくらでも渡してくれるチャンスはあったはずなのに。



昨日の夜にいくらでも渡してくれるチャンスはあったはずなのに。

 
キュッと胸がつかまれるような熱い思いに包まれてあふれる思いを逃がさない様に大切にピアス

を握りしめた。

ありがとうの言葉の代わりに目の中が潤んできてどうしようもなくなった。

 
泣いているのを気がつかれたくなくって・・・

握りしめていた手のひらを開いてのピアスをじっと見つめる。

 
ピアスの石の台座の裏に刻まれた　tous les deux　という文字に目がとまた。
「これって英語じゃないよね？なんて書いてあるの？」

「フランス語。自分で調べろ」

耳まで真っ赤になって私を残して道明寺がさっさと玄関の中に姿を隠した。

「私、耳に穴開けてないんだけど・・・」

追いかけて叫んだ私に「さっさと開けろ」て不機嫌そうに背中を見せる。

 
その背中に勢いよく飛びついて「ありがとう」とつぶやいた。

tous les deux
いつも二人で

その意味が解かったのは自宅にもどってからの事だった。

 
第7話
つくしの誕生日のあくる朝。

起こさぬ様にそっとベットを一人抜け出す。

誕生日のプレゼントで用意したピアス。

昨日は結局渡せずに終わってた。

 
抱きしめて・・・

 
触れ合って・・・

 
離れられなくなって・・・

 
脱ぎ捨てられた俺のスラックスのポケットの中、 リボンの掛けられた小さな箱が出番を待ってる
事が言えなくなっていた。

このままポンと渡しても面白くねぇ。

ベットの枕元に置いておくか？

クリスマスは先週だ。



 
食事の時にパンの中にピアスを挟んでおく。

そのまま食べて、気がつかずに 飲み込むなんて笑い話。
つくしの大口開けて食べる雰囲気ではありえない事じゃない。

そんなことになったら、 思い出も臭くなりそうだ。
 
サプライズ的な喜ぶ事がしてやりたい。

幸せの思いで作り。

そんな思いがわき上がる。

フト見つめた窓の外、昨日の雪で銀世界が広がっていた。

 
雪だるまでも作ってその中に入れておく。

俺の作業分の愛情がそこに追加されるはずだ。

早速作業に取り掛かかる。

 
「さみーっ」

冷気がすぐに全身をつつみこむ。

ベットの中に潜りてぇ。 横には最上の湯たんぽ付きだ。
昨日の甘い余韻をブルッと頭の中から追い出した。

雪だるま作るなんてガキの頃以来だ。

それも俺は使用人に命令して作らせていただけだった。

大人数人に命令して巨大雪だるま作らせったけ・・・

物置からかスコップとり出して雪をかき集める。

 
雪をひとつかみ丸めてコロコロ転がした。

転がるたびに雪の玉は大きさを増す。

結構おもしれぇ。

気がついたら夢中で遊んでいた。

 
今回は正真正銘、俺一人であいつの為に作った小さな雪だるま。

達成感半端じゃねぇ 。
出来た雪だるまの左の目玉に開いた箱の中からピアスを一つとり出し埋め込む。

つくしの誕生石タンザナイトの青色が目立つように。

後はつくしが起きてくるのを待つだけだ。

つくしの喜ぶ反応を考えるだけでクスッと笑いがこみあげてくる。

 
「雪だるま作ってんの？」 と、玄関先からつくしが顔を出す。
寒がるあいつを引っ張って雪だるまの前に連れてくる。



寒がるあいつを引っ張って雪だるまの前に連れてくる。

ピアスを見つけたあいつの表情・・・

瞳が潤んでるのに泣くもんかて・・・

強がって・・・

相変わらず素直じゃねえぇと苦笑した。

 
このあまのじゃくに対抗するようにtous les deux　の意味教えなかった。
教えたらあいつは どんな顔するのだろう・・・
俺の方が熱くなって身体が火照り出す。

 
「私、耳に穴開けてないんだけど・・・」

背中に響く牧野の言葉に思わず「さっさと開けろ」と照れ隠しに叫んでいた。

俺の背中に飛びついて「ありがとう」と、耳元でつぶやいたあいつの手のひらをギュっと握り

返す。

満足な気分が湧きあがって愛しさが部屋中に充満していた。

 
後日・・・

しっかりつくしの耳にはピアスホールが開けられて、タンザナイトのピアスが光って俺を喜ば

せた。

 


